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理事会通信

　第８回理事会（平成１６年４月１４日）の概要

　会長挨拶

＊　新年度を迎えるにあたり６月に予定される通常総会までに、今年度の事業計画をまとめる必要がある旨をのべ、本日の議案審議について各理事に協力を求めた。

１．議案審議

第１号議案　初年度事業計画案

　　教育研修の実施

　　広報活動の推進

　　組織の継続的拡大

　　業務の適正化及び公正な苦情処理の研究と対応

　　大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例の順守と倫理意識の徹底

　　法制化に対する調査、研究

　　全国調査業協会連合会への団体加盟と支援並びに連携活動の推進

　　会長は以上の７項目を挙げたうえ、来る６月開催の総会を想定し次回の理事会までに各項目に該当する専門委員による計画案の作成を要請し、各理事（委員長）はこれを了承した。

第２号議案　苦情処理規程について

　　原案を検討した結果、

　・第８条の非会員に対する苦情の取り扱いは取扱細則に明文化されているので、各号を削除し、替りに、苦情を受けている業者の信用と立場を尊重し、慎重に取り扱う趣旨の文言を入れる。

・苦情処理取扱細則第２条各号について削除し、全調協規程第５条の『取扱要領』を参考にして書き直しする。

・苦情処理取扱細則第３条１項の各号を整理したうえ、当該３条において協会が苦情処理問題の解決に協力する旨を明文化する。

・苦情処理取扱細則第４条(会員業者に疑義あるとき)の１号、２号については「適切・速やかに対処する」趣旨の文言に変更する。

　　以上につき次回の理事会までに事務局が原案を修正し提出することとなった。

第３号議案　会員増強の方策について

　　竜田理事提出の各調査業のホームページを検索したリストで、各団体非加盟業者を一覧したところ、関調協会員としての条件具備について各理事ともに確たる情報がなく、引き続き情報収集に努めることとなった。

第９回理事（平成16年５月１２日）の概要

会長挨拶と報告

＊　全調協のＮＰＯ申請が内開府によって認証され、来る５月２８日に創立総会が開催

　される旨を報告。

＊　先に商標登録を出願した『関西調査業協会』が拒絶された。その理由として『申請

　人が個人である一方、登録申請の商標が公共性ある団体と誤認されるおそれがある』

　というものであった。これにより、当協会より先に申請した側（２件）も同様の理由

　で拒絶されたものと見られる。となれば昨年１１月１８日付で当協会が申請した「関西総合調査業協会」も拒絶される可能性があり、その対策が必要となった。

＊　その他業界情勢についての報告があった。

１．議案審議

第１号議案　
　①　平成１５年度事業報告

　　＊　平成１６年９月１８日設立総会を開催した。会則案、初年度事業計画案、収支

　　　予算案の各案が承認され、役員が選出された。

　　＊　理事会は平成１５年９月２４日から平成１６年３月１０日まで計７回開催され、

　　　専門委員会の設置、苦情処理問題、ホームページの作成・掲載、会報の発刊など

　　　を実施した.

　　＊　全国調査秦協会連合会に団体加盟した。

　②　決算の監査報告

　　＊　樋渡晃監事は帳票類を綿密に照合、精査した結果、正確かつ適正に処理されていた旨を報告した。

第２号議案

①　平成１６年度事業計画案と予算案の検討

　　＊　前年度事業計画の各項目を継続して推進し、かつ、業界健全化の方策と研究、

　　　組織拡大などの取組みをさらに推進する案を了承。

　　＊　予算規模として年間事業費総額１８５万円、管理費１６５万円余の案が示され、

　　　理事会はこれを了承。

第３号儀案　

①　第１回通常総会（平成１６年度）について

　　以下の事項について検討、または承認された。

　　＊　日程→平成１６年６月２４日を第一に、２３日を次に２５日を次々候補とする。

　　＊　開始時刻→総会１１：００分、懇親会１２：００位とする。

＊　場所-･ホテルモントレ大阪を候補に事務局で折衝する。予算約40万円。

＊　総会の司会を竜田専務理事とすることを了承。また、総会及び懇親会の進行スケジュールが話し合われた。

　第４号議案　

①　入会申込について

　　　　滋賀県大津市の業者から関調協会員を介して入会申込みの意思表示があったので、入会申込の必要書類を送ることとした。

第５号議案

①　苦情処理規程の確認

　　　　前理事会での検討・意見を反映した苦情処理規程案についてこれを了承した。

第６号議案　

①　大阪興信探偵業協同組合に関する事項

　　　　関連団体である脇同組合の平成１５年度決算資鮮に基づく説明と報告があった。

事務局便り

　　去る、平成１６年５月２８日（金）午後２時より、全国調査業協会連合会の解散総会と特定非営利活動法人全国調査業協会連合会の第１回通常総会が開催された。

　　全調協の解散総会では、

経緯説明と決算報告が行われ、残余財産は全て新生全調協（NPO）に寄付する事が決議された。

　　新生全調協（NPO）の第１回通常総会では、

　　　平成１６年４月１６日に内閣府より特定非営利活動法人の認証が下り、同年５月１０日登記完了、同日法人成立した旨が報告された。

　　　尚、役員改選が行われ、関西総合調査業協会からは、脇山良之、竜田充子、松谷廣信の３名が理事に選出された。

　　特定非営利活動法人全国調査業協会連合会の新役員は以下の通り

　　会長　脇山良之、副会長　井上公利、専務理事　田原弘、常務理事　脇山大介、松谷廣信、丸田太郎、理事　田中幸治、櫻井敏正、杉岡哲至、石山仁、後藤秀彦、曾我太郎、水田正之、置田清、桐島章、竜田充子、監事　池田光男、古内栄

· 関西総合調査業協会第１回通常総会が次の要領で決定しました。

日時　　総会　　平成１６年６月２３日午前１１時～１２時

　　　　懇親会　　同日１２時～１４時

場所　　ホテルモントレ７Fアマリエ

　　　　大阪市北区梅田３－３－４５

　ご多用中の事とは存じますが、多数の会員のご出席をお待ちしております。

会員コーナー

“オーストラリアからパジャマ姿で帰ってきた男”の感動　

　　理事　木戸口　正

一瞬、宙に浮いた様な感じがした途端、体がものすごい勢いで床に叩きつけられた。「ウゥ……」「ウォ……」「ウ……」うめき声だけで言葉にならない。しばらく床にエビの様になって蹲ったまま刻が過ぎ（５分か１０分か？）、こうしていられないと思い起きあがろうとした途端、また背中に「ギャッ……」と焼き火箸を突っ込んだ様な激痛が走る。

いま回想しても身震いする。

起き上がれず救急車を呼ぶ破目になった。

「みんな　この笑顔で関空に帰ろうな！」関空出発前、全員に偉そうに号令をかけた張本人であった。

社員慰安旅行オーストラリアへの旅立ちであった。

ゴールドコースト到着２日目ホープアイランドＧ．Ｃでラウンドを終え、クラブハウス内のじゅうたん敷の床に、柱と柱の間に一部分２ｍ位じゅうたんの切れ間があって、大理石の床が剥き出しになっていた箇所にスパイクシューズで入った瞬間“悪夢のような出来事”であった。

まるでスケートリンクか鏡の上を滑走した感である。

アラマンダ　プライベート　ホスピタルに救急入院。

言葉が通じないもどかしさ、不安。

医療専門の通訳を紹介され、状況は把握できた。

「背骨圧迫骨折（絶対安静３週間）全治６ヶ月」の診断。

後から回想して転倒の瞬間　尻餅をつく感じで尾骶骨を強く打ち上げた。

右手首がモチをつけた位腫れ上がっていた。転倒の瞬間右手でカバーしていたらしい。

頭の直ぐ側に４０～５０cm角の大理石張りの柱があった。

不幸中の幸いとはこの事か……と、あの時少し角度がズレて柱に頭をぶつけていたら…また、頭から落ちていたら「人生第一巻の終わり」だったか……生きていても植物人間になっていたであろう……！。

それを想うと今でも背筋が寒くなる。

シャワー　トイレ付固室で明るく、金髪の美人のナースが多勢いて笑顔でユーモアたっぷり、白衣の下はすぐブラジャーとショーツが透けて見える薄着、窓際に立つと身体のシルエットが奇麗に浮かぶ。

食事は３種類ほどのメニューをチョイスできる、夕食前には蝶ネクタイの紳士がワインを運んでくれる。

病室へは馬券や新聞を売りに来る、「豪華客船に乗っているのか……？」と勘違いするほどのサービス満点の最高級病院であった。

ショックやハンディーがなく、心身健常であれば帰りたくない“おもてなし”であった。

しかし、当初は寝返りも出来ない、仰向けのままで少しでも体を動かせば激痛が走る。

高熱が出る　３時間毎に強い解熱剤を服用したが、３８～３９度の高熱が続く、血圧が「２００」を越える、排尿がない、排便がない。

３日目「高熱は他に原因がある」とのことで、尿、血液、ＣＴスキャンなどの検査で院内を引き回される。「血尿が出てる」と間違われ（尿が醤油のようだったから？）。大騒ぎになる（エイズ患者とでも勘違いされたのか？）

レントゲン室、ＣＴスキャン撮影室などベッドから体を移し替える度に激痛が走る（馬鹿者！俺を無茶苦茶にしやがる！と腹立たしいが言葉が通じない。情けなくなって涙ぐむ！）。

海外での病気、ケガは大変心細い、不安、激痛、ストレスは最高に達した。「ヒョットしたら日本へ帰れなくなるのか……？」と、最悪の状態を想像したりもした。

検査結果は幸いに何もなかった。

再々、通訳を通じて帰国許可をドクターに懇願していた結果、１週間後やっと「ストレッチャーで寝たまま帰国させる」とドクターの許可が出た。飛び上がる程嬉しかった。

カンタス航空がストレッチャーを装備し、患者を海外搬送ライセンスを所持するナースが付き添うことに決まる。

帰国の前日、大男と女性の２人が手にホースと大きい漏斗とバケツを持って病室に入る。「何をするのぉ…？」と思っている矢先、お尻に漏斗で液を注入、ホース状のもので２～３回吸い取った。浣腸であった。

“牛か馬か……”飛行機に乗るための準備と納得。

ゴールドコーストの暁の空は茜色に染まり、外気はひんやりと身が引き締まる想い。

いよいよオーストラリアからパジャマ姿で帰国の途につく朝を迎える。

午前３時起床、ペニスにサックをして袋のついたクダを装着し、寝台車でアラマンダ　プライベート　ホスピタルを出発。

クーランカッタ空港着、代理通関で車はそのまま滑走路へ、ストレッチャーに縛られて寝たまま機内へリフトで吊り上げられ、座席９席をつぶした天上近くにストレッチャーを装着。革紐で全身を頑丈に締め付けられシドニーへフライト。

シドニー空港で国際線へ乗り継ぎのため、２時間半待ち。ジャンボ機へまた荷物同様にリフトでつり上げられる。

機内で天上近くに宙吊りになっているため、冷気が上下左右から入り冷蔵庫の中のようである。身体が震え始めて熱が出る、血圧が上がる、尿が出ない。サックの尿器を取り外したがそれでも出ない。

頭痛が激しく頭がガンガン割れるように痛い！

赤道近く、「尿毒症状か…？」と同伴のナースから解熱剤を通常の２倍の量を与えられ２回服用したが症状は変わらない。

七転八倒の状態であるが、巾３０cmほどのストレッチャーに全身を締め付けられたままで動けない。十字架を背負った姿で「あの世行きかなぁ…」と悲痛！あの時の状態は一生忘れられない。

クーランカッタ空港を出発してから約１４時間後、関空着（午後６時５０分）。

「これで生きて帰れたぁ…！」と実感した。

代理通関で患者輸送車は滑走路から真っ直ぐ宝塚市立病院へ、「お帰りなさい…」友人、社員、家族の出迎えの声で「帰ったぁ…！」と思った瞬間に涙が溢れ男泣きする。感無量であった。

宝塚市立病院での診断は「第１２胸柱圧迫複雑骨折」

国内では１ヶ月入院、全治６ヶ月。象亀のようなギブスの状態ながら１０日目でベッド上に起き上がられる。

座って食事ができる。数日後立ち上がれる。歩行器で歩ける、トイレに行ける。

日々の快復は、まるで幼児の成長と同じく、その瞬間瞬間の深い喜びと新鮮な感動を覚えた。

＜　感　謝　＞

“私１人の命のために”海外で見ず知らずの多くの人々に助けられた。

アラマンダ　プライベート　ホスピタルのドクター、ナース、スタッフ、通訳のデービット、日本旅行の現地スタッフ、日本まで付添ってくれたナース・ミスリー、各空港で地上と機内でストレッチャーの移送に携わった数多くのスタッフ、また救急車、寝台車のスタッフなど、大勢の方々に感謝の念で一杯である。

「渡る世間に鬼はない」という。私には「渡る世界に鬼はない」を実感した。

また、海外旅行傷害保険でも救われた。

金銭的にも大変な費用だが、金銭以上にストレッチャー装備の飛行機の手配、海外付添のライセンス所持ナースの手配など、およそ個人レベルでは交渉は困難と思う。

損保会社のノウハウと組織力に改めて敬服をした。

万人が遭遇することのない体験を活かし、これから“残された命を大切にせねば”

痛感する。

最後に多くの方々から頂いた友情、暖かい激励、傷心の身だけに人一倍心の琴線に触れ、感動の連続であった。

“人間関係の尊さ”を大切にして残された人生に活かしてゆきたい。

（私の人生で何度か死線を彷徨った体験の内の一齣）

以　上

倫理綱領


一1、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。











